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　時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。さて、この度表記の点に関し以下のように意見申し上げます。

記

羽澤ガーデン（旧中村是公邸）

所在地　東京都渋谷区広尾３丁目12番15号

設計者　不詳

建築年　大正４年（1915）

構　造　 木造平屋一部2階建て

施  主   中村是公 
敷　地　　庭園を含む敷地約２８００坪　

施主について

　羽澤ガーデンは、第二代の満鉄総裁を勤めた中村是公（1867〜1927）が総裁を退任した後、大正４年（1925）に自邸として建設したものである。中村是公は満鉄総裁退任後、貴族院議員、鉄道院総裁、特に、大正13年（１９２４）には関東大震災直後の東京市長として、東京の復興に力を尽くした市長として、その功績は大きい。

羽澤ガーデン・中村是公邸の都市的文脈における位置づけについて

　江戸期の広尾及び羽沢地域の環境は、現明治通の脇を流れる渋谷川現古川の流れる低地で、田畑の広がる田園的百姓地であった。現青山、広尾、麻布一帯は丘陵地で、現渋谷、神宮前から麻布にかけて、諸大名の下屋敷が多く設けられていた。これらの屋敷は、明治時代になると、旧大名屋敷跡地は政府御料地となり、貴族屋敷、有力実業家、官僚なとの邸宅となり、また、赤十字病院、軍の施設、学校施設などの用地となる。大正期には赤十字病院の南側に久邇宮邸、その西側に島津邸が建つ。このようにして、邸宅建設が周辺の宅地開発と共に進み、現在の都市形成の土台が出来た。

　この期の邸宅は、伝統的和風住宅の中に洋風の応接間を持ついわゆる文化住宅が多く建てられた。こうした建築も多くは関東大震災と戦災で失われ、現存するものは稀少的価値がある。特に羽澤ガーデン・中村是公の屋敷遺構は、この地域の江戸、明治、大正、昭和の都市的展開の文脈を伝えるものとして貴重である。また、平成６年（1994）「復元・江戸情報地図」（朝日新聞10月30日発行）の10頁の「現代ランドマーク」では羽澤ガーデンを「現代ランドマーク」として取り上げている。このことは、「復元・江戸情報地図」の編集者が「江戸情報地図」を精査した上で羽澤ガーデン・中村是公邸の存在を「現代ランドマーク」と評価し、次世代に伝えるべき遺産として認識していることであり、保存・継承すべき貴重な都市の文化遺産である。

羽澤ガーデン・中村是公邸の建築について

　渋谷川現古川の北側の南面する丘陵地の約２８００坪の敷地に建つ。先ず、腕木門風寄せ棟屋根の門は垂木が放射状に並ぶ扇垂木の優雅な和風の門である。この門の雰囲気から、玄関に行き着くまでの和風庭園の様子を期待させる。

　　羽澤ガーデン・中村是公邸の全体的配置は、この敷地の地形的特性に基づいて配置され、東斜面と南面の庭園の眺めは良く、客室や座敷が配置されている。中庭を挟んで裏手西面には事務室や厨房が配置されている。　

　　この屋敷の部屋の配置は中庭を中心にして、その周辺に座敷などが配置され、玄関は屋敷北面の中央にあり、武家住宅の玄関の形式である式台的な３段踏板の玄関で、どこか武家屋敷の入り口の雰囲気がある。玄関の東隣には暖炉と出窓のある広さ54.5㎡（約３３帖）の応接間の平安の間がある。中庭を挟んで平安の間の向かい側には、同じく暖炉と出窓のある４５㎡（約２７帖）の洋室の客間、鳩の間がある。この２洋間の間には３方を広縁に囲まれた３６㎡（約２２帖）の座敷、松の間がある。南面する洋間鳩の間の続きには１５帖敷き座敷２間（２９㎡×２）がある。各和室座敷には床の間、違い棚があり、鴨居には長押を通し伝統的手法を踏襲している。羽澤ガーデン・中村是公邸に見られるように、和風の住宅の玄関の近くに洋風の客間を設ける傾向は大正時代以降盛んになった住宅形式で、文化住宅と称されている。羽澤ガーデン・中村是公邸はその初期の事例で、建築普請も丁寧であり、建築史的にも貴重な遺構である。

　　第二次大戦後、中村是公邸の所有者が羽澤ガーデンに移り、結婚式場、料亭として活用され、そのための改装が行われた。そのために畳敷きから板床に改装された部分もあるが、写真で見る限り、幸い床の間、違い棚、書院窓など座敷の伝統的部分も保持されているように思われ、建築史的価値を損なうものではない。　　　

羽澤ガーデンの地勢について：

羽澤ガーデン2800坪（約1ヘクタール）の敷地は、東端の正門側は南北に走る低い谷に面し、その周囲を西に回ると地盤が高くなっている。約10メートルの高低差があることが地形図から読み取れる。敷地の東側の谷は南へと渋谷川へと向かう地形となっている。その谷の対岸は日赤、聖心女子大学のある丘がある。

昨2007年12月13日当日は羽澤ガーデンに入ることができなかったが、塀の外側からも大木があることが散見された。敷地内に約10メートルの高低差があることはその中に斜面や地面の起伏を含むことを示すが、庭園の造作に好条件であり、そのポテンシャルがあること示す。事実、東京都内には、古河庭園や殿が谷戸庭園など敷地内の高低差を利用した近代の庭園が実在する。敷地の南東隅のテラスレストランは南面する丘の斜面に立地していたと思われる。

都市の緑地について

　東京都生活文化局「世界の大都市２０００」によると、森林公園の対都市比率は

東京：6.9％、　　ソウル：27.4％、　　ベルリン：29％、　　モスクワ：16.2％、　　

と出ており、東京の緑地比率が国際的に見て極端に低いことが分かる。今後地球温暖化防止対策としても、都市の緑地比率を高めなくてはならない。これからは宅地開発ではなく、緑地開発を国民一人一人が心がけなくてはならない時代である。　さらに企業は先頭に立ってこの問題に対処しなければならない立場にある。この地域住民にとっても、羽澤ガーデンの緑地は誇りであり、心の癒しであったと云い、地域住民生活にとって欠くことの出来ない存在である。

　　都市・建築は人と土地の営みの証しであり、中でも地域形成の文脈の核となるものの存在は、市民が都市の文脈をそのものの存在から実感として学び得ることができる。都市の文脈を理解することによって土地に対する愛着を持つことができる。　羽澤ガーデン・中村是公邸の建築と庭園の保存は、都市の文脈を形成する建築遺産でありランドマークであること。特に、東京では、関東大震災、第二次大戦と急速な都市開発で都市文化として貴重な建築がことごとく取り壊され、住民の都市にたいする馴染み、記憶や誇りが失われつつあること。羽澤ガーデン・中村是公邸は中村是公の事績の歴史的記憶であるばかりでなく、都市の文脈の貴重な証言者であること。羽澤ガーデン・中村是公邸は建築としての質も高く、文化財建造物として保全すべき建築であり、庭園は緑地保存開発の視点からも保全すべきである。
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